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第２編 各教科における評価規準の作成，評価方法の工夫改善

第１章 国語

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標
国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力を伸ばし心
情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を
育てる。

２ 評価の観点及びその趣旨

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

国語や言語文化に 自分の考えをまと 自分の考えをまと 自分の考えを深め 表現と理解に役立
対する関心を深 めたり深めたりし めたり深めたりし たり発展させたり てるための音声，

， ， ，め，国語を尊重し て，目的や場面に て，相手や目的に しながら，目的に 文法 表記 語句
てその向上を図 応じ，筋道を立て 応じ，筋道を立て 応じて様々な文章 語彙，漢字等を理
り，進んで表現し て話したり的確に て適切に文章に書 を的確に読み取っ 解し，知識を身に
たり理解したりす 聞き取ったりする く。 たり読書に親しん 付けている。。
るとともに，伝え だりする。
合おうとする。

※ 観点別学習状況の評価の観点は「関心・意欲・態度 「思考・判断 「技能・表現 「知識・理解」」 」 」
の４観点を基本としている。各教科の観点の具体的な示し方については，それぞれの教科の目標や内
容を考慮して定められている。国語の場合，言語で考えて表現したり，理解したりすることが基本的
な学習活動である。そのため，言語による「思考・判断」と，言語の「技能・表現」とは密接，不離
の関係であり，個々に分けて評価することは困難である。そこで，国語においては，従来から，４観
点のうち「思考・判断 「技能・表現」の２観点について，生徒の目標の実現状況をより適切に評価」
するため，国語科の領域ごとの能力の観点として再編して示され，従前の学習指導要領のもとでは，
「表現の能力 「理解の能力」となっていた。今回もこの考え方を継承しているが，高等学校国語の」
領域構成が変更されたことを踏まえ「話す・聞く能力 「書く能力 「読む能力」の３観点で構成する」 」

。 ， 「 」「 」「 」こととなった したがって 評価の観点としては 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力
「読む能力 「知識・理解」の上記５観点となる。」

第２ 各科目の評価の観点の趣旨

関心・意欲 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解
・態度

国語表現Ⅰ 国語に対する関 自分の考えをま 自分の考えをま 表現と理解に役
心を深め，国語 とめたり深めた とめたり深めた 立てるための音

， ， ，を尊重してその りして，目的や りして，相手や 声 文法 表記
向上を図り，進 場面に応じ，筋 目的に応じ，筋 語句，語彙，漢
んで表現すると 道を立てて話し 道を立てて適切 字等を理解し，
ともに，伝え合 たり的確に聞き に文章に書く。 知識を身に付け
おうとする。 取ったりする。 ている。

国語表現Ⅱ 国語に対する関 自分の考えをま 自分の考えをま 表現と理解に役
心を深め，国語 とめたり深めた とめたり深めた 立てるための音

， ， ，を尊重してその りして，目的や りして，相手や 声 文法 表記
向上を図り，進 場面に応じ，筋 目的に応じ，筋 語句，語彙，漢
んで表現すると 道を立てて効果 道を立てて適切 字等を理解し，
ともに，伝え合 的に話したり的 かつ効果的に文 知識を身に付け
おうとする。 確に聞き取った 章に書く。 ている。

りする。
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国語総合 国語や言語文化 自分の考えをま 自分の考えをま 自分の考えを深 表現と理解に役
に対する関心を とめたり深めた とめたり深めた めたり発展させ 立てるための音

， ， ，深め，国語を尊 りして，目的や りして，相手や たりしながら， 声 文法 表記
重してその向上 場面に応じ，筋 目的に応じ，筋 目的に応じて様 語句，語彙，漢
を図り，進んで 道を立てて話し 道を立てて適切 々な文章を的確 字等を理解し，
表現したり理解 たり的確に聞き に文章に書く。 に読み取ったり 知識を身に付け
したりするとと 取ったりする。 読書に親しんだ ている。
もに，伝え合お りする。
うとする。

現 代 文 国語や言語文化 自分の考えをま 自分の考えをま 自分の考えを深 表現と理解に役
に対する関心を とめたり深めた とめたり深めた めたり発展させ 立てるための音

， ， ，深め，国語を尊 りして，目的や りして，相手や たりしながら， 声 文法 表記
重してその向上 場面に応じ，筋 目的に応じ，筋 目的に応じて近 語句，語彙，漢
を図り，進んで 道を立てて話し 道を立てて適切 代以降の様々な 字等を理解し，
表現したり理解 たり的確に聞き に文章に書く。 文章を的確に読 知識を身に付け
したりしようと 取ったりする。 み取ったり読書 ている。
する。 に親しんだりす

る。

古 典 言語文化や伝統 古典に表れた思 古典の理解に役
に対する関心を 想や感情を的確 立てるための音

， ， ，深め，国語を尊 に読み取り，も 声 文法 表記
重して，進んで のの見方，感じ 語句，語彙，漢
古典に親しもう 方，考え方を豊 字等を理解し，
とする。 かにする。 知識を身に付け

ている。

古典講読 言語文化や伝統 古典に表れた思 古典の理解に役
に対する関心を 想や感情を的確 立てるための音

， ， ，深め，国語を尊 に読み取り，生 声 文法 表記
重して，生涯に 活や人生につい 語句，語彙，漢
わたって古典に て考え，古典に 字等を理解し，
親しもうとす 親しむ。 知識を身に付け
る。 ている。
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第３ 必履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例

Ⅰ Ⅰ国語表現
１ 目標

， ， ，国語で適切に表現する能力を育成し 伝え合う力を高めるとともに 思考力を伸ばし言語感覚を磨き
進んで表現することによって社会生活を充実させる態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 知識・理解

国語に対する関心を深 自分の考えをまとめた 自分の考えをまとめた 表現と理解に役立てる
め，国語を尊重してその り深めたりして，目的 り深めたりして，相手 ための音声，文法，表
向上を図り，進んで表現 や場面に応じ，筋道を や目的に応じ，筋道を 記，語句，語彙，漢字
するとともに，伝え合お 立てて話したり的確に 立てて適切に文章に書 等を理解し，知識を身
うとする。 聞き取ったりする。 く。 に付けている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
「国語表現Ⅰ」においては，学習指導要領の内容が領域別ではなく総合的に示されているため，その
「 」 。 ，「 」 「 」全体を 内容のまとまり として評価規準を作成した なお 国語表現Ⅰ は 話すこと・聞くこと

及び 書くこと を中心として内容が構成されているため 能力の観点は 話す・聞く能力 及び 書「 」 ， ，「 」 「
く能力」の２観点のみとなる。

【 】学習指導要領の内容
ア 自分の考えをもって論理的に意見を述べたり，相手の考えを尊重して話し合ったりすること。
イ 情報を収集，整理し，正確かつ簡潔に伝える文章にまとめること。
ウ 目的や場に応じて，言葉遣いや文体など表現を工夫して話したり書いたりすること。
エ 様々な表現についてその効果を吟味し，自分の表現や推敲に役立てること。
オ 国語の表現の特色，語句や語彙の成り立ち及び言語の役割について理解を深めること。

【 】評価規準

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 知識・理解

・目的や場に応じて言葉 ・自分の考えをもって ・書くために必要な情 ・国語の表現の特色に
。遣いや文体など表現を 論理的に意見を述べ 報を収集，整理して ついて理解している

工夫したり，様々な表 ている。 いる。
現についてその効果を ・語句や語彙の成り立
吟味し自分の表現や推 ・相手の考えを尊重し ・収集，整理した情報 ちについて理解して
敲に役立てたりして， て話し合っている。 を正確かつ簡潔に伝 いる。
話したり文章にまとめ える文章にまとめて
たりしようとしてい ・目的や場に応じて， いる。 ・現代社会における言
る。 言葉遣いなど表現を 語生活の在り方や言

工夫して話している ・目的や場に応じて， 語表現の役割などに。
。言葉遣いや文体など ついて理解している

・話すことに役立てる 表現を工夫して書い
ために，様々な表現 ている。
についてその効果を
吟味している。 ・書くことに役立てる

ために，様々な表現
・表現効果について吟 についてその効果を
味したことを話すこ 吟味している。
とに役立てている。

・表現効果について吟
味したことを，自分
の書くことや推敲に
役立てている。
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【 】評価規準の具体例

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 知識・理解

・話合いをするとき，相 ・観察したことや調査 ・題材を選ぶとき，印 ・音韻について，各音
手の立場や考えなどに したことを報告する 刷物，マス・メディ 節（拍）が，原則的
配慮しながら自分の考 とき，課題となる事 ア，情報通信ネット に子音と母音との規
えを相手に伝えたり， 柄について，事実を ワークなどから収集 則的な組み合わせか
論点の明確さや主張の 資料に当たって調べ した情報の内容を的 ら成ることについて
妥当性などに注意しな て整理し，自分の意 確に理解したり，情 理解している。
がら相手の話を聞いた 見を述べている。 報の正誤，適否など
りしようとしている。 を判断したりして， ・語句や語彙の特色と

・スピーチや発表など 適切に選択，整理し して，和語，漢語，
・文章を書くとき，目的 をするとき，自分の ている。 外来語という語種が
や相手に応じた言葉遣 意見の根拠を箇条に あることなどを理解
いや表現となっている 分け，考えの順序を ・記録，報告などを書 している。
かを常に確かめながら たどって説明したり くとき，収集，整理，
書こうとしている。 結論をまとめて表現 した情報を伝えるた ・表現者の意図や心情

，したりするなど，相 めに，間違いなく文 を直接表現する助詞
，手に分かりやすく話 章にまとめている。 助動詞などの要素が

す工夫をしている。 多くは文の末尾に現
・案内文などを書くと れていることについ

・話合いをするとき， き，目的に応じた情 て理解している。
相手の意図を確かめ 報を選択し，相手に

， ，るために質問したり 応じた用語や待遇表 ・漢語や外来語の流入
相手の考えの要点を 現の選択など言葉遣 定着という語彙の歴
メモしたりして，相 いを工夫している。 史的な経過について
手と自分の共通点や 理解している。
相違点について考え ・連絡文などを書くと
ながら聞いている。 き，目的や場に応じ ・現代社会において，

た言葉や文章形式の 言語がどのような役
・案内，紹介，連絡な 選択，用いる媒体に 割や問題点をもって
どのために話をする 応じた文章の種類や いるのか，言語が文
とき，相手や目的， 形態の選択など，文 化の発展にどのよう
場の状況に応じて， 体を工夫している。 にかかわっているの
待遇表現の選択や音 かなどについて理解
声の使い方などを工 ・文章を書くとき，様々 している。
夫している。 な文章に接して，そ

の表現が，どのよう ・主な常用漢字につい
・話合いをするとき， に個性を発揮したり て，文脈に応じた適
話し手が自分の話す 目的を達成したりし 切な使い方を身に付
目的を達成するため ているかについて， けている。
に意図的に用いてい 表現技法や修辞など
る言葉の効果や，表 の観点から分析，検
現全体を構成する上 討している。
で発揮している表現
技法や修辞の効果な ・調査したことを報告
どについて分析，検 書などにまとめると
討している。 き，自分の表現を客

観的に見直したり，
・放送番組や友達の話 お互いの文章を批評

。の中の様々な表現を し合ったりしている
聞くとき，客観的に

，聞いて，互いに吟味 ・文章をまとめるとき
し合い批評し合って 様々な表現の効果に
いる。 ついて分析，検討し

た結果を生かしてい
・話をするとき，表現 る。
の多様性の効果につ
いて分析，検討した

。結果を生かしている
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国語総合Ⅱ
１ 目標
国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力を伸ばし心
情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を
育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

国語や言語文化に 自分の考えをまと 自分の考えをまと 自分の考えを深め 表現と理解に役立
対する関心を深 めたり深めたりし めたり深めたりし たり発展させたり てるための音声，

， ， ，め，国語を尊重し て，目的や場面に て，相手や目的に しながら，目的に 文法 表記 語句
てその向上を図 応じ，筋道を立て 応じ，筋道を立て 応じて様々な文章 語彙，漢字等を理
り，進んで表現し て話したり的確に て適切に文章に書 を的確に読み取っ 解し，知識を身に
たり理解したりす 聞き取ったりする く。 たり読書に親しん 付けている。。
るとともに，伝え だりする。
合おうとする。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例

「国語総合」においては，学習指導要領の内容の「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ読む」， 」，
こと」を内容のまとまりとして，これらごとに評価規準を作成した。
〔言語事項〕については 「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ読むこと」の各内容のまと， 」， 」，
まりの中に，関連する事項を含めた。

(1)「Ａ話すこと・聞くこと」

【 】学習指導要領の内容
ア 様々な問題について自分の考えをもち，筋道を立てて意見を述べること。
イ 目的や場に応じて，効果的に話したり的確に聞き取ったりすること。
ウ 課題を解決したり考えを深めたりするために，相手の立場や考えを尊重して話し合うこと。
・ 関連する〔言語事項〕を含む。

【 】「Ａ話すこと・聞くこと」の評価規準

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 知識・理解

・課題を解決したり ・様々な問題について自分の考えをも ・目的や場に応じた話し方や言葉遣
考えを深めたりす ち 筋道を立てて意見を述べている いなどを理解している。， 。
るために，目的や
場に応じて，筋道 ・目的や場に応じて効果的に話してい ・文や文章の組立て，語句の意味，
を立てて効果的に る。 用法などを理解し，語彙を豊かに
話したり的確に聞 身に付けている。
き取ったりしよう ・目的や場に応じて的確に聞き取って
としている。 いる。 ・国語の成り立ちや特質，言語の役

割などについて理解している。
・課題を解決したり考えを深めたりす
るために，相手の立場や考えを尊重
して話し合っている。

【 】「Ａ話すこと・聞くこと」の評価規準の具体例

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 知識・理解

・話合いをするとき ・報告や発表などをするとき，身の回 ・気楽な場面，改まった場面，電話，
自分の考えをもつ りの事柄などの中から，様々な問題 など，場面や目的に応じた話し方
とともに，他の人 を見付け，その問題について情報を や言葉遣いを身に付けている。
のものの見方や考 収集し活用して，それをもとに自分
え方を的確に聞き なりの考えを，言葉で論理的に組み ・同訓異義語や同音異義語，敬語に
取って，課題の解 立てている。 ついて理解している。
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決や思考の深化を
図ろうとしている ・スピーチや説明などをするとき，話 ・国語の歴史的な成り立ちと変遷に。

す相手を意識し 適切な話題を選び ついて理解している。， ，
話し方を工夫することによって分か
りやすく伝えている。

・聞くときに，話題，話し手の意図，
， ，考えの進め方 強調点などをとらえ

必要なことを聞き取り，話し手に対
， 。し 確認したり質問したりしている

・課題を解決したり考えを深めたりす
るために，話合いや討論などに参加
するとき，学校図書館や情報通信ネ
ットワークなどを活用して調べた
り，相手の立場や考えをできるだけ
尊重して，様々な意見を聞き合った
りしている。

(2)「Ｂ書くこと」

【 】学習指導要領の内容
ア 相手や目的に応じて題材を選び，効果的な表現を考えて書くこと。
イ 論理的な構成を工夫して，自分の考えを文章にまとめること。
ウ 優れた表現に接してその条件を考え，自分の表現に役立てること。
・ 関連する〔言語事項〕を含む。

【 】「Ｂ書くこと」の評価規準

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

・相手や目的に応じ ・相手や目的に応じて題材を選んでい ・文や文章の組立て，語句の意味，
て題材を選び，自 る。 用法及び表記などを理解し，語彙
分の考えを文章に を豊かに身に付けている。
まとめたり，効果 ・相手や目的に応じて効果的な表現を
的な表現を考えて 考えて書いている。 ・主な常用漢字について，適切な使
書いたりしようと い方を身に付けている。
している。 ・論理的な構成を工夫して，自分の考

えを文章にまとめている。 ・国語の成り立ちや特質，言語の役
割などについて理解している。

・書くことに役立てるために，優れた
表現に接してその条件を考えてい
る。

・優れた表現を自分の表現に役立てて
いる。

【 】「Ｂ書くこと」の評価規準の具体例

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

・何のために，だれ ・文章を書くとき，相手や目的に応じ ・主語，述語，修飾語などの文の成
に向かって，どの た題材を選び，それにふさわしい材 分の順序や照応関係について理解
ような条件で書く 料を，自分自身の体験や思索ばかり している。
のかを考え，その でなく，読書や調査，観察などで得
相手や目的にふさ て，その取捨選択を行っている。 ・段落を設けることによって，述べ
わしい材料を収集 たいことを効果的に表現できるこ，
選択し，用語や文 ・文章を書くねらいを達成するため， とを理解している。
章の組立てなどを 主張を明確にし，論点を整理して配
工夫して書こうと 列を考え，適切な語句を選ぶなど， ・漢字の使い方，仮名遣い，送り仮
している。 表現に様々な工夫を凝らしたり，推 名の付け方，外来語の表記，平仮
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敲を重ねたりしている。 名と片仮名の使い分け，句読点や
各種の符号の使い方，改行や引用

・課題についての報告などを書くと の仕方などの表記全般について，
。き，学校図書館等を活用して必要な その知識や技能を身に付けている

情報を収集，整理し，事実や事柄を
しっかりとらえ，それを相手にきち ・主な常用漢字について，文脈に応
んと伝えるため，客観的に表現して じた適切な使い方を身に付けてい
いる。 る。

・説明や意見などを書くとき，自分の ・国語の歴史的な成り立ちと変遷に
考えを相手に納得させるために，内 ついて理解している。
容を明確に示し，組立てのしっかり
した文章を書いている。

・優れた文章を分析，吟味するとき，
発想の豊かさ，構成の着実さ，修飾
語と被修飾語の適切な関係，読み手
を意識した適切な用語や引例などに
ついて着目している。

， ，・文章を書くとき 優れた文章を分析
吟味した成果や，様々な表現から読
み取った発想や構成の特色などを生
かしている。

(3)「Ｃ読むこと」

【 】学習指導要領の内容
ア 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約したりすること。
イ 文章を読んで，構成を確かめたり表現の特色をとらえたりすること。
ウ 文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わうこと。
エ 様々な文章を読んで，ものの見方，感じ方，考え方を広げたり深めたりすること。
・ 関連する〔言語事項〕を含む。

【 】「Ｃ読むこと」の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

・様々な文章につい ・文章の内容を叙述に即して的確に読 ・文や文章の組立て，語句の意味，
，て，叙述に即して み取っている。 用法及び表記の仕方などを理解し

内容を的確に読み 語彙を豊かに身に付けている。
取ったり，表現に ・必要に応じて文章の内容を要約して
即して読み味わっ いる。 ・常用漢字の読みを理解している。
たりして，ものの
見方，感じ方，考 ・文章を読んで 構成を確かめている ・文語のきまり，訓読のきまりなど， 。
え方を広げたり深 について理解している。
めたりしようとし ・文章を読んで，表現の特色をとらえ
ている。 ている。 ・国語の成り立ちや特質，言語の役

割などについて理解している。
・文章に描かれた人物，情景，心情な
どを表現に即して読み味わってい
る。

・様々な文章を読んで，ものの見方，
感じ方，考え方を広げたり深めたり
している。
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【 】「Ｃ読むこと」の評価規準の具体例

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

・古典や近代以降の ・文脈を考えながら，語句や表現に注 ・語句について，その意味や文脈の
様々な文章を読ん 意して，書き手の考えなどをとらえ 中での使われ方を理解している。
で，表現の意図や ている。
特色をとらえよう ・単語，複合語や連語，慣用句など
としたり，心情を ・文章の要点を押さえながら，書き手 について理解している。
豊かにし，思考力 が述べようとしていることを簡潔に
を育て，人間，社 まとめている。 ・常用漢字について，その音訓を理
会，自然などに対 解し，文脈に応じた適切な読み方
して自分なりの考 ・文章の組立てを確かめたり，段落相 を身に付けている。
えをもとうとした 互の関係を読み取ったりしながら，
りしている。 書き手の主張や文章の内容をとらえ ・現代語と異なる歴史的仮名遣いや

ている。 活用の違い，主な助詞，助動詞等
の意味，用法，係り結び，敬語法

・文体や表現技法等の特徴に注意しな の大体について理解している。
がら，書き手の主張や文章の内容を
とらえている。 ・漢文の訓読に必要な返り点，送り

仮名，句読点などに関するきまり
・古典や近代以降の様々な文章に描か について理解している。
れている人物の心情や情景をとら
え，音読や朗読などを取り入れなが ・国語の歴史的な成り立ちと変遷に
ら読み味わっている。 ついて理解している。

・様々な文章を読むことで，書き手の
主張や文章の内容をとらえ，共感，
疑問，思索などを通して思考力を高
め，自分なりの考えを深めている。

・学校図書館等を利用することを通し
て，読書力を高めるとともに，必要
な情報を収集，選択し，その価値な
どを読み取り活用している。
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第４ 単元の評価に関する事例
ここでは，指導と評価の工夫を行った事例として 「国語表現Ⅰ」と「国語総合」について，計３事，
例を紹介するとともに，紹介した事例について解説する。
， 「 」 （ ） ，なお 各事例においては おおむね満足できると判断される 状況 Ｂ を示す評価規準に照らして

それが実現していないものを「努力を要すると判断される」状況（Ｃ ，高まりや深まりが見られるも）
のを「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価している。

Ⅰ Ⅰ国語表現
ここでは 「話すこと・聞くこと」の事例を紹介する。，

単元名 「グラフやデータを読み取って，自分の意見を発表する （４時間）」

１ 単元の目標
(1) 目的や場に応じた表現を工夫して自分の考えを話そうとする態度を身に付ける （関心・意欲・態。
度）
(2) 自分の考えをもち，聞き手に理解してもらえるよう論理的に話す （話す・聞く能力）。
(3) 国語の表現の特色について理解したり，音声表現の技法について理解したりする （知識・理解）。

参考：単元の目標を設定するために
「国語表現Ⅰ」においては 「話すこと・聞くこと」及び「書くこと」の指導を，相互の関連を図，
りながら効果的に行うことが大切であるが，このような関連を図るためには，それぞれの独自の内容
の指導がまず的確になされる必要がある。そこで，本事例では 「話すこと・聞くこと」の独自の内，
容を重点的に指導することとした。
次の①，②は，内容のまとまりとしての「国語表現Ⅰ」全体の学習指導要領の内容（指導事項）を
「話すこと・聞くこと」に重点化し，単元の目標を設定していく道筋を示している。

① 重点的に指導する「話すこと・聞くこと」にかかわる学習指導要領の内容とその評価規準

【学習指導要領の内容】
， 。ア 自分の考えをもって論理的に意見を述べたり 相手の考えを尊重して話し合ったりすること

ウ 目的や場に応じて，言葉遣いや文体など表現を工夫して話したり書いたりすること。
エ 様々な表現についてその効果を吟味し，自分の表現や推敲に役立てること。
オ 国語の表現の特色，語句や語彙の成り立ち及び言語の役割について理解を深めること。

【評価規準】

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 知識・理解

・目的や場に応じて言 ・自分の考えをもって論理的に意見を述べ ・国語の表現の特色について理
葉遣いや文体など表 ている。 解している。
現を工夫したり，様 ・相手の考えを尊重して話し合っている。 ・語句や語彙の成り立ちについ
々な表現についてそ ・目的や場に応じて，言葉遣いなど表現を て理解している。
の効果を吟味し自分 工夫して話している。 ・現代社会における言語生活の
の表現や推敲に役立 ・話すことに役立てるために，様々な表現 在り方や言語表現の役割など
てたりして，話した についてその効果を吟味している。 について理解している。
り文章にまとめたり ・表現効果について吟味したことを話すこ
しようとしている。 とに役立てている。

※ 「国語表現Ⅰ」は 「第３ 必履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例」，
において 科目全体を内容のまとまりととらえているが ここでは この単元で重点的に指導する 話， ， ， 「
すこと・聞くこと」にかかわる学習指導要領の内容とその評価規準のみを掲げた。

② この単元で取り上げる指導事項を含む学習指導要領の内容とその評価規準

【学習指導要領の内容】
， 。ア 自分の考えをもって論理的に意見を述べたり 相手の考えを尊重して話し合ったりすること

オ 国語の表現の特色，語句や語彙の成り立ち及び言語の役割について理解を深めること。
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【単元の評価規準】

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 知識・理解

・目的や場に応じて言 ・自分の考えをもって論理的に意見を述べ ・国語の表現の特色について理
葉遣いや文体など表 ている。 解している。
現を工夫し，自分で ・現代社会における言語生活の
表現しようとしてい 在り方や言語表現の役割など
る。 について理解している。

※ ここでは，①に掲げたもののうち，この単元で具体的に取り上げる指導事項を含む学習指導要領の
内容とその評価規準のみを掲げた。
この単元では，内容のアの前半部「自分の考えをもって論理的に意見を述べ」と，内容のオの一部
「国語の表現の特色」と「言語の役割」についての理解を踏まえて単元の目標を設定している。した
がって 【単元の評価規準】については，①に示した【評価規準】から，この目標にかかわるものを，
選択して示している。

２ 学習活動における具体の評価規準

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 知識・理解

①目的や場に応じて， ①情報を整理して自分の考えをもってい ①声の大きさ・発声・話の速度
， ，表現を工夫して自分 る。 ・強弱 身振り手振り・姿勢

の考えを話そうとし ②自分の意見を筋道立てて述べている。 言葉遣いなどの発表の方法に
ている。 ③発表者の意見を的確に聞いている。 ついて理解している。

※ ここでは，１の参考②に掲げた【単元の評価規準】をもとに，この単元における具体的な評価規準
を設定して示している。

３ 指導と評価の計画

時 各時間の目標 学習活動 評価方法等学習活動における具体

の評価規準との関連間

１ ・単元の目標を理解し， ・グループで資料を分析して問 関心・意欲・態度 行動の観察「 」
自分の考えをもつ。 題点を見付ける。 ①※ ワークシー

トの記述の
点検

・聞き手を意識した発表 ・見付けた問題点について自分 「話す･聞く能力」① ワークシー
を行うための構想を練 の考えをまとめる。 トの記述の
る。 点検

・聞き手に分かりやすい ・グループで発表の組立てや表 「話す･聞く能力」① 行動の観察
２ 発表内容について考え 現について話し合い，発表メ
る。 モを作成する。
・聞き手を意識した発表 ・聞き手に分かりやすいように 「話す･聞く能力」② 行動の観察
の方法について考え 補助資料を作成しながら，論 ワークシー
る。 理的に意見を述べる準備をす トの記述の

る。 分析
，・グループでリハーサルを行い
。効果的な発表について考える

３ ・聞き手を意識した分か ・各グループの代表が発表する 「話す･聞く能力」 行動の観察。
りやすい発表をする。
・発表者の意見を的確に ・各発表者の意見と根拠を聞き 「話す･聞く能力」③ ワークシー
聞き 考えを理解する 分け，疑問点や自分の意見を トの記述の， 。

まとめる。 点検
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・発表を録画したビデオ ・前時に録画したビデオを用い 「知識・理解」① ワークシー
４ の視聴を通して発表の て，各発表者の発表を相互評 トの記述の
際の表現の工夫につい 価する。 分析
て理解する。

※ 「関心・意欲・態度」は，１時間目に位置付けているが，単元全体を通してその持続や変化のあり
ようを継続的にみていくことも大切である。

４ 観点別評価の進め方
(1) 各時間の指導と評価の実際
〔第１時〕
○本時の目標
ア 単元の目標を理解し，自分の考えをもつ。
イ 聞き手を意識した発表を行うための構想を練る。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「関心・意欲・態度」① 目的や場に応じて，表現を工夫して自分の考えを話そうとして
いる （行動の観察，ワークシートの記述の点検）。
イ 「話す・聞く能力」① 情報を整理して自分の考えをもっている （ワークシートの記述の。
点検）

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 問題点を見
付ける

・資料をもとに，発 ・公民科や家庭科の教科書な 「関心・意欲・態度」①
表の目的や意義に ど，身近にある資料を活用 ・発表の目的や意義が分かっているか，問題点
ついて全体で確認 させる。 を見付けようとしているかを，授業中に机間
する。 ・自分なりの問題意識をもっ 指導をしながら，生徒の した活動状況を観察

て取り組めるような資料を り 「話す・聞く能力」①を評価する際に点，
・５～６人のグルー 選択して準備する。 検する にしたりする資料分析表の記述を参考
プを作り，資料を ことで評価する。
分析（根拠を明ら の生徒への指導の手だての例【資料例】 Ｃ
かにしながら読み 問題点を見付けようとしていない生徒に「国内のインターネット利用

取れることを書き は，何のためにこの活動をしているのかを者数の推移」

出す）して問題点 改めて意識させるようにする。「インターネットの利用内容」

のグラフを見付ける。
， 。 。『 』インターネット白書2002 ※ゴシック体は 評価の方法を示す 以下同じ

イ 自分の考え
をまとめる

・見付けた問題点に ・資料の内容や数値を根拠に 「話す・聞く能力」①
ついて自分の考え しながら自分の考えを資料 ・資料を分析することができたか，そこから問
（そのことについ 分析表にまとめさせる。 題点を見付けることができたか，そのことに
てどう思うか，ま ・根拠のある考えをもてるよ ついて自分なりの考えをまとめることができ

資料分た，どのようにし うにする。 たかを，授業中に机間指導をしながら
たらよいか）をま ・個人で資料分析表を作った することで評価する。析表の記述を点検
とめる。 後にグループ学習に移らせ の生徒への指導の手だての例Ｃ

る。 自分の考えをまとめることができない生徒
には，資料から読み取れる具体例を示し，
そのことについてまとめてみるよう助言す
る。
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〔第２時〕
○本時の目標
ア 聞き手に分かりやすい発表内容について考える。
イ 聞き手を意識した発表の方法について考える。

○本時の評価規準及び評価方法
ア「話す・聞く能力」① 情報を整理して自分の考えをもっている （行動の観察）。
イ「話す・聞く能力」② 自分の意見を筋道立てて述べている （行動の観察，ワークシートの。
記述の分析）

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 発表メモを
作成する

・グループ内で，意 ・各自の意見や根拠の補強を 「話す・聞く能力」①
見が根拠に基づい させる。 ・意見が，根拠に基づいた，分かりやすいもの

話合いの様子をているか確認し合 ・聞き手に分かりやすい発表 となっているかを，授業中に
う。 の構成や表現について考え ことで評価する。観察する

させる。 の生徒への指導の手だての例Ｃ
・根拠に基づいた発 ・グループ内で話し合うこと 意見が根拠に基づいていない生徒には，資
表とするために， で，相手意識を高め，根拠 料を読み取った内容を分類し，意見と結び
組立てや表現につ に基づく内容とするために 付けるように助言する。
いて話し合い，発 はどうしたらよいかを考え
表メモを作成す させる。
る。

イ 発表のリハ
ーサルをする

・聞き手に分かりや ・相手によく伝えるために 「話す・聞く能力」②
すいように，必要 は，どのような資料を使え ・筋道立った発表をするための工夫がなされて

リハーサルの様子をに応じてグラフや ばよいのかなどに気付かせ いるかを，グループでの
観察 発表メモ図などの補助資料 る。 したり，授業後に，提出された

を作成しながら， したりすることで評価する。の記述を分析
論理的に意見を述 の生徒への指導の手だての例Ｃ
べる準備をする。 筋道立った発表の構想を練ることができな

い生徒に対しては，考えの順序をたどるよ
・グループ内で発表 ・グループ内でリハーサルを う助言したり，発表の型を示したりする。
メモを使ったリハ 行い，全員が発表する機会
ーサルを行い，聞 を得られるようにする。 の生徒への指導の手だての例Ｃ
き手を意識した効 効果的な発表ができない生徒には，どのよ
果的な発表につい うな話し方の時に，聞き手が反応（うなず
て考える。 きや表情など）しているかを観察しながら

発表するよう助言する。

〔第３時〕
○本時の目標
ア 聞き手を意識した分かりやすい発表をする。
イ 発表者の意見を的確に聞き，考えを理解する。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「話す･聞く能力」※ 相手に分かりやすく話す工夫をしている （行動の観察）。
イ 「話す･聞く能力」③ 発表者の意見を的確に聞いている （ワークシートの記述の点検）。
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○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 代表が発表
する

・各グループの代表 ・発表前に，相互評価表にあ 「話す･聞く能力」※
が発表する。発表 る評価のポイントを参考に ・表現の論理性に着目して，発表内容の構成や
者は発表メモを用 しながら，発表及び聞き取 資料の活用の工夫をしているかを，授業中に
い，聞き手を意識 りのポイントを理解させ することで評価する。発表を観察
した発表をする。 る。 の生徒への指導の手だての例Ｃ

・なるべく発表メモを見ない 準備した資料を効果的に利用できない生徒
ようにしながら発表させ については，発表の途中でもタイミングを
る。 見計らって，利用について助言する。
・発表のための資料を効果的
に使うようにさせる。

イ 発表を聞く

・各発表者の意見と ・聞き取りメモに記入しなが 「話す･聞く能力」③
根拠を聞き分け ら聞くようにさせる。 ・発表内容を的確に聞き取り，発表者の考えを

聞き取りて，聞き取りメモ 理解しているかどうかを，授業後に
に 内容や疑問点 することで評価する。， ， メモの記述を点検
自分の意見をまと の生徒への指導の手だての例Ｃ
める。 聞き取りがうまくできていない生徒には，

キーワードと考えられる語をとらえてメモ
するように助言する。

， 。 ，※ この時間における発表は代表のみが行うので 生徒全員の評価結果は得ることができない そこで
この発表については，他の単元における他の生徒の発表とともに 「相手に分かりやすく話す工夫を，
している 」という評価規準でまとめて評価することにし，ここでは，別に記録を残しておくことに。
する（ ６ 留意点」を参照 。「 ）

〔第４時〕
○本時の目標
ア 発表を録画したビデオの視聴を通して発表の際の表現の工夫について理解する。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「知識・理解」① 声の大きさ・発声・話の速度・強弱，身振り手振り・姿勢，言葉遣い
などの発表の方法について理解している （ワークシートの記述の分析）。

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 発表を相互
評価する

・前時に録画したビ ・録画ビデオを視聴して，声 「知識・理解」①
デオを用いて，各 の大きさや間の取り方など ・表現の工夫について理解しているかを，授業
発表者の発表を相 表現の工夫についての相互 後に することで相互評価表の記述内容を分析
互評価する。 評価を行わせる。 評価する。

・学習の過程で作成したワー の生徒への指導の手だての例Ｃ
クシートを見直しながら考 表現の技法に気付かない生徒には，相互評
えさせる。 価表に示された項目に着目するよう助言す
・相手に分かりやすく伝える る。
ためには，声の大きさや速
度，身振り手振りなど話し
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方にも工夫が必要であるこ の生徒への指導の手だての例Ｃ
とに気付かせる。 音声表現の役割についての理解が不十分な

生徒には，本単元で作成した資料を再度見
直すように助言する。

(2) 「十分満足できると判断される」状況と評価される具体的な例と「努力を要すると判断される」状
況と評価される生徒への指導の手だての例
関心・意欲・態度

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①目的や場に応じて，表現を工夫 ［積極的な活動］Ａ
して自分の考えを話そうとして 発表の意義をよく理解し，積極的にグループ活動に参加し
いる。 て話そうとしている。

の生徒への指導の手だての例Ｃ
相手意識をもち続けることが難しい生徒については，何の
ために，だれに対して話すのかという意識をもつことの大
切さを継続的に指導する。

話す・聞く能力

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①情報を整理して自分の考えをも ［新たな情報の収集，整理］Ａ
っている。 与えられた情報を的確に選択し整理して，それをもとに新

たな情報を収集，整理しながら自分の考えをまとめている。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

目的に応じた情報を整理することのできない生徒について
は，集めた情報を内容などによって分類し，箇条書きに整
理してみるよう助言する。

②自分の意見を筋道立てて述べて ［ふさわしい資料の作成と活用］Ａ
いる。 自分の意見を相手によく伝えるために，ふさわしい資料を

作成し，それを活用した筋道立った発表となっている。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

自分の意見を筋道立てて話すことができない生徒について
は，発表の型を活用するよう助言したり，例えば「書くこ
と」の「自分の考えを小論文にまとめる」などの単元でも
意識的に指導したりする。

③発表者の意見を的確に聞いてい ［批判的な聞き取り］Ａ
る。 話し手の考えの流れをたどりながら，意見の根拠や論理性

を批判的に聞き取り，疑問点をもったり，確かめたい事柄を
もったりすることを通して，自分の考えを深めている。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

話し手の意見を的確に聞き取ることのできない生徒につい
ては，話の流れをたどるためにメモを取る習慣を身に付け
るように助言し，そのメモから論理をたどるように指導す
る。
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知識・理解

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①声の大きさ・発声・話の速度・ ［表現技法の効果的な活用］Ａ
強弱，身振り手振り・姿勢，言 様々な表現技法が相手に分かりやすく伝えるために役立つ
葉遣いなどの発表の方法につい ことを理解して，発表の際に効果的に活用することができる。
て理解している。 の生徒への指導の手だての例Ｃ

表現技法を適切に理解していない生徒については，話し方
に強弱を付けたり，身振り手振りなどを取り入れた発表を
具体例として示すことで工夫を促すとともに，継続的に指
導し，適宜，随時に評価するようにする。

※ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価された生徒への指導の手だては，その時間でなす
べきこと，単元中でなすべきこと，単元を超えてなすべきことの各視点が必要となる。そこで 「(1)，
各時間の指導と評価の実際」における手だては，時間中及び単元中で，ねらいとしている言語能力

， 。 ，「 『 』が確実に身に付くような指導 助言を中心としている 一方 (2) 十分満足できると判断される
状況と評価される具体的な例と『努力を要すると判断される』状況と評価される生徒への指導の手だ
ての例」では，単元終了後も単元でねらいとした言語能力を身に付けるべく継続して努力できるよう
な手だても含めている。

５ 観点別評価の総括
(1) 総括についての考え方
この単元では 「関心・意欲・態度 「話す・聞く能力 「知識・理解」の３つの観点で，合計５， 」， 」，
つの学習活動における具体の評価規準を設定している。この評価規準を踏まえて各時間の評価がなさ
れ，その積み重ねで単元としての評価が総括される。そこで，各時間の評価が，単元の評価の総括に
つながり，指導者の負担も重くないような評価表を例として次ページに示す。なお，この外にも，単
元における観点別評価の総括については様々な考え方や方法があると思われるので，各学校において
工夫することが望まれる。

(2) 評価表例について
， 「 」次ページに掲げた評価表例は 各生徒が単元の目標に照らして おおむね満足できると判断される

状況（Ｂ）になったと評価される時点で，各観点の評価規準の左側のＢ欄に○印を記入するように作
成してある。さらに，質的な高まりや深まりが見られて「十分満足できると判断される」状況（Ａ）
と評価した場合には，右側のＡ欄に○印を記入する。各観点の評価の欄には，本単元における観点ご
との評価を総括したものを記入する。また，特記すべき事項の欄は，指導者が特に気付いた点などを
メモする際に用いる。
なお，２時間にわたって同一の評価規準で評価する際には，１時間目の評価はチェック程度にとど
め，２時間目の実現状況を見てから○印を記入するようにする。

(3) 総括の具体的な方法について
単元における総括においては，原則として，Ａ，Ｂ，Ｃの数の過半数でその評価を決めることにな
。 ， ，「 ， ， ， 」 「 」 ，「 ，る 例えば ある観点で４つの評価規準がある場合 Ａ Ａ Ａ Ｂ であれば Ａ となるし Ａ
Ｂ，Ａ，Ｂ」であれば「Ｂ」となる。また 「Ａ，Ｃ，Ｂ，Ｃ」の場合は 「Ａ，Ｃ」を「Ｂ，Ｂ」と， ，
読みかえる操作を行い「Ｂ」と評価する。
なお，重み付けをする場合には，その重みに応じて評価することになる。例えば 「Ａ，Ｂ，Ａ，，
Ｂ」であっても，３つ目の評価規準が２倍の重みであれば，ここでの評価は「Ａ」となる。

， 「 ， 。」この単元では 単元の目標 (ｲ)自分の考えをもち 聞き手に理解してもらえるよう論理的に話す
の後段の「論理的に話す」に重点を置き 「話す・聞く能力」の②の評価規準「自分の意見を筋道立，
てて述べている 」に２倍の重みを付けて単元の評価を総括した。。
そこで，２番の生徒は，②の評価規準について「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価
されているので 「Ａ」が過半数を超え，総括でも「Ａ」となっている。一方，１番の生徒は，重み，
を付けている②の評価規準が「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）にとどまり「Ａ」が過
半数を超えず，総括は「Ｂ」となっている。

(4) 継続的な指導について
出席番号３番の生徒は 「話す・聞く能力」が「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価さ，
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れている。このような生徒については 「４ 観点別評価の進め方」の(2)に掲げた「Ｃの生徒への指，
導の手だての例」のような手だてを講じ，この単元の終了後も意図的，継続的に指導を行うことが大
切である。

【評価表例】
単元名：グラフやデータを読み取って，自分の意見を発表する

関心・意欲・態 話す・聞く能力 知識・理解 特記すべ
度

き事項
評価規準 評価 評価規準 評価 評価規準 評価

「関心・ 「話す・ 「話す・ 「話す・ 「知識・
意欲・態 聞 く 能 聞 く 能 聞 く 能 理解」①

番 度」① 力」① 力」② 力」③ 声の大き
氏 名 目的や場 情報を整 自分の意 発表者の さ・発声

号 に 応 じ 理して自 見を筋道 意見を的 ・話の速
て，表現 分の考え 立てて述 確に聞い 度 ・ 強
を工夫し をもって べ て い ている。 弱，身振
て自分の いる。 る。 り手振り
考えを話 ・姿勢，
そうとし 言葉遣い※２倍の
ている。 などの発重み

表の方法
について
理解して
いる。

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

１ ●山一子 ○ Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ ○ ○ Ａ

２ □上次男 ○ ○ Ａ ○ ○ ○ ○ ○ Ａ ○ Ｂ

３ ◆田三美 ○ Ｂ ○ Ｃ ○ Ｂ

40 ◎辺四郎 ○ Ｂ ○ ○ ○ Ｂ ○ Ｂ

６ 留意点
・ 【単元の評価規準】に示された「自分の考えをもって論理的に意見を述べている」を受け 「２，

」 ， 「 」 。学習活動における具体の評価規準 では 授業の実際を考慮して 聞くこと の評価規準も設定した
なぜなら 「話すこと」と「聞くこと」は表裏一体であり 「聞くこと」についての指導も適時に行う， ，
ことが大切だからである。
・ 本事例では，発表は各グループの代表者のみが行っている。それは，限られた時間を有効に活用す
るため単元構成をコンパクトにし，多様な学習活動が展開できるようにしたためである 「話すこと。

」 ， ，・聞くこと の学習指導の評価は 全員が発表する機会がないと評価ができないと考えがちであるが
この事例で示したように，全員が発表しなくても 「グループ活動」の観察や 「発表メモ 「相互評， ， 」，
価表」の記述の点検や分析を通して，単元の目標の実現状況を，評価規準をもとに適切に評価するこ
とができる。
， ， ，なお 生徒に実際に発表させることも大切なので 複数の単元にまたがる同一の評価規準を設定し

すべての生徒の話す能力を測るように工夫することも必要である。
・ ワークシートのうち「資料分析表 「発表メモ」については，項目を板書してノートにまとめるよ」
うにすることも可能である。
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７ 参考資料
以下に，この単元で用いたワークシートを掲げる。

原版はＡ４判【資料分析表 （第１時）】

年 組 番（ ）

*タイトル

(１)資料から読みとれること

①…

(２)なぜそうなるか考えられること・(1)の問題点・感想

①…

(３)解決のために提案したいこと

①…

≪資料貼付欄≫

原版はＡ４判【 発表メモ （第２時）】

年 組 番（ ）

*タイトル

＊ 発表の流れ

流 れ 内 容 発 言 表現技法についてなど

（ ） 。導 １ (例)私はこのグラフから について考えました…

入

そこでこの表を見てください。 黒板の表を指さしながら説明中 １ (例) (例)

する。

…

１…

ま

と

め
これで私の発表を終わります。(例)



国－18

原版はＡ４判【 聞き取りメモ （第３時）】

年 組 番（ ）

発表者 *タイトル*

－発表を聞きながら－＊ 発表の 内容 について

話し方について発表の中心話題 意 見 根 拠 質問したいこと

１…

原版はＡ４判【 相互評価表 （第４時）】

年 組 番（ ）

発表者 *タイトル*

－ビデオを見ながら－＊ 発表の 技法 について

項 目 チェック コメント

１ ２ ３ ４１ 声の大きさはどうか

１ ２ ３ ４２ 発声はどうか

１ ２ ３ ４３ 話の速さはどうか

１ ２ ３ ４４ 目線の配りはどうか

１ ２ ３ ４５ 話の強弱はどうか

１ ２ ３ ４６ 聞き手の反応の確認

１ ２ ３ ４７ 身振り手振りはどうか

１ ２ ３ ４８ 話す姿勢はどうか

１ ２ ３ ４９ 言葉遣いはどうか

1 よい ２ どちらかといえばよい ３ どちらかといえばよくない ４ よくない*
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国語総合Ⅱ
ここでは 「書くこと 「読むこと」の各１事例を紹介する。， 」

「書くこと」

単元名 「意見文（投書文）を書く （５時間）」

１ 単元の目標
(1) 相手や目的に応じ題材を選び，伝えようとする意志をもって意見をまとめようとする態度を身に付
ける （関心・意欲・態度）。
(2) 自分の意見を相手に納得させるために，内容を明確に示した，しっかりした組立ての文章を書く。
（書く能力）
(3) 意見文を書くのに役立つ考察の型や論理的な文章展開の型を理解する （知識・理解）。

参考：単元の目標を設定するために
次の①，②は，内容のまとまりごとの学習指導要領の内容（指導事項）を重点化し，単元の目標を
設定していく道筋を示している。

① 内容のまとまりごとの学習指導要領の内容とその評価規準

【学習指導要領の内容】
ア 相手や目的に応じて題材を選び，効果的な表現を考えて書くこと。
イ 論理的な構成を工夫して，自分の考えを文章にまとめること。
ウ 優れた表現に接してその条件を考え，自分の表現に役立てること。
・ 関連する〔言語事項〕を含む。

【評価規準】

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

・相手や目的に応じ ・相手や目的に応じて題材を選んでい ・文や文章の組立て，語句の意味，
て題材を選び，自 る。 用法及び表記などを理解し，語彙
分の考えを文章に ・相手や目的に応じて効果的な表現を を豊かに身に付けている。
まとめたり，効果 考えて書いている。 ・主な常用漢字について，適切な使
的な表現を考えて ・論理的な構成を工夫して，自分の考 い方を身に付けている。
書いたりしようと えを文章にまとめている。 ・国語の成り立ちや特質，言語の役
している。 ・書くことに役立てるために，優れた 割などについて理解している。

表現に接してその条件を考えてい
る。
・優れた表現を自分の表現に役立てて
いる。

② この単元で取り上げる学習指導要領の内容とその評価規準

【学習指導要領の内容】
イ 論理的な構成を工夫して，自分の考えを文章にまとめること。

【単元の評価規準】

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

・相手や目的に応じ ・論理的な構成を工夫して，自分の考 ・文や文章の組立て，語句の意味，
て題材を選び，自 えを文章にまとめている。 用法及び表記などを理解し，語彙
分の考えを文章に を豊かに身に付けている。
まとめようとして
いる。

※ ここでは，①に掲げたもののうち，この単元で具体的に取り上げる指導事項を含む学習指導要領の
内容とその評価規準のみを掲げた。
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２ 学習活動における具体の評価規準

関心・意欲・態度 書く能力 知識・理解

①目的にふさわしい ①自分の意見をまとめ，それを支える ①意見文を書くのに必要な考察の型
題材を選び，伝え 論拠を明確にしている。 や論理的な文章展開の型を理解し
ようとする意志を ②自分の意見を明確に示した，しっか ている。
もって，意見をま りした組立ての文章を書いている。
とめようとしてい
る。

※ ここでは，１の参考②に掲げた【単元の評価規準】をもとに，この単元における具体的な評価規準
を設定して示している。

３ 指導と評価の計画

時 各時間の目標 学習活動 評価方法等学習活動における具体

の評価規準との関連間

１ ・投書する目的で意見文 ・あらかじめ準備しておいた新 「知識・理解」① ワークシー
を書くために，新聞の 聞の投書を整理する。 トの記述の
投書欄の文章表現の特 点検
徴を知る。

２ ・身近な生活の中から意 ・意見文を書くために 「今， 関心・意欲・態度 ワークシー， 「 」
見文を書くための論点 気になること」について論点 ① トの記述の
問題提起したいこと を見付ける。 点検（ ）
を見付ける。

・自分の意見とそれを支 ・論点に沿って，結論部に当た 「書く能力」① ワークシー
３ える論拠を，視点を整 る自分の意見をまとめる。 トの記述の
理して明確にする。 ・自分の意見を支える論拠を明 点検・分析

確にする。

４ ・文章展開の型を利用し ・文章展開の型を利用して意見 「知識・理解」① ワークシー
て意見をまとめる。 文を書く。 トの記述の

・自分の書いた意見文を評価す 点検
る。

５ ・自己評価・相互評価の ・自己評価の結果や相互評価に 「書く能力」② 作品の分析
結果を推敲に生かし， よる他者の意見や反論をもと
説得力ある意見文をま に，より説得力ある意見文を
とめる。 完成させる。

※ 「関心・意欲・態度」は，２時間目に位置付けているが，単元全体を通してその持続や変化のあり
ようを継続的にみていくことも大切である。

４ 観点別評価の進め方
(1) 各時間の指導と評価の実際
〔第１時〕
○本時の目標
ア 投書する目的で意見文を書くために，新聞の投書欄の文章表現の特徴を知る。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「知識・理解」① 意見文を書くのに必要な考察の型や論理的な文章展開の型を理解して
いる。(ワークシートの記述の点検)
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○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 投書文の表
現を整理する

・あらかじめ準備し ・投書見本は論拠がよく分か 「知識・理解」①
ておいた新聞の投 るものを選ぶ。また，比較 ・意見文を書くのに必要な考察の型や論理的な
書から印象に残っ できるように同じ話題で異 文章展開の型を理解しているかを，授業中に
たものを１つ選び 年齢のものや反対意見のも 机間指導をしながら に書かれ， 投書整理シート
５つの項目で整理 のも選ぶ。 た５項目の することで評価する。記述を点検
する。 ・整理する観点は,(ｱ)書いた の生徒への指導の手だての例Ｃ

人物，(ｲ)取り上げられて 整理できない生徒には，具体例を示し，個
いる話題，(ｳ)書かれている 別に助言を与える。
意見，(ｴ)意見を支える体
験や事実，(ｵ)構成の５項
目とする。

〔第２時〕
○本時の目標
ア 身近な生活の中から意見文を書くための論点（問題提起したいこと）を見付ける。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「関心・意欲・態度」① 目的にふさわしい題材を選び，伝えようとする意志をもって，意
見をまとめようとしている。(ワークシートの記述の点検)

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 論点を見付
ける

・意見文を書くため ・ 今，気になること」をい 「関心・意欲・態度」①「
に 「今，気にな くつかワークシートに書き ・目的にふさわしい題材を選び，伝えようとす，
ること」について 込ませる。 る意志をもって，意見をまとめようとしてい
ブレーンストーミ ・何人かの生徒に板書させる るかを， されたものや。 ブレーンストーミング
ング， マップ ・板書されたものに関連する を授業中に したり，授web webマップの記述 点検
作成をしながら題 ことをワークシートに書き 業後に提出させて したりすることで評価点検
材を選ぶ。 込ませる。 する。

・何人かの生徒に板書させる の生徒への指導の手だての例。 Ｃ
・板書されたものを参考にし ブレーンストーミングのできない生徒に
ながら，ワークシートに書 は，ワークシートを交換させたり，板書さ
き込まれたものをグループ れたものを参考にさせたりすることで作業
分けすることによって を進めさせる。web
マップを完成させ，題材を
選ばせる。 の生徒への指導の手だての例Ｃ

論点が決定できない生徒には，ワークシー
・選んだ題材をもと ・ マップを見ながら自分 トを交換することで，選んだ題材が新聞にweb
に相手に伝えたい が書きたい論点を見付けさ 投書する意見文として妥当かどうか考えさ
論点（問題提起し せる。 せる。
たいこと）を見付
ける。

〔第３時〕
○本時の目標
ア 自分の意見とそれを支える論拠を，視点を整理して明確にする。
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○本時の評価規準及び評価方法
ア 「書く能力」① 自分の意見をまとめ，それを支える論拠を明確にしている。(ワークシー
トの記述の点検・分析)

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 自分の意見
をまとめる

・定めた論点に基づ ・投書見本を参考に問題提起 「書く能力」①
いて自分の意見を したいこととはどのような ・自分の意見と理由をはっきり区別しているか
まとめる。 ことかを考えさせる。 を， を授業中に机意見文作成シート１の記述

・意見文作成シート１に，読 間指導をしながら し 「おおむね満足で点検 ，
・論点に沿って，結 み手に伝わるように簡潔に きる」と判断した生徒は，理由清書シートの
論部に当たる自分 書かせる。 記述へと進ませる。
の意見をまとめ， ・意見欄には意見のみを書く の生徒への指導の手だての例Ｃ
意見を支える理由 ように指導する。 意見と理由とが区別されていない生徒に
を具体例を添えて ・理由は，自分が見て感じた は 「だから 「なので」という理由を表す， 」
書く。 り，思ったり，考えたりし 言葉に注意させるなどの助言を与えて書き

たことを踏まえて書かせ 直させる。
る。

イ 論拠を明確
にする

・自分の意見を支え ・理由に添えられた具体例が 「書く能力」①
る論拠が明確であ 適切であるか投書見本を整 ・自分の意見を支える論拠を明確にしているか

意見文作成シートるか検討する。 理したものを参考にして考 を，授業後に提出させた，
察させる。 の理由欄と を す１ 理由清書シートの記述 分析

ることで評価する。
・論拠がより明確に ・論拠がより明確になるよう の生徒への指導の手だての例Ｃ
なるよう理由を書 に，理由を理由清書シート 具体例を見付けられない生徒には，なぜそ
き直す。 に書き直させて，意見文作 のような意見をもったのか質問すること

成シート１の上に貼付させ で，論拠となる具体例を見付けさせる。
る。
・必要に応じて意見を書き直
させる。

〔第４時〕
○本時の目標
ア 文章展開の型を利用して意見をまとめる。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「知識・理解」① 意見文を書くのに必要な考察の型や論理的な文章展開の型を理解して
いる。(ワークシートの記述の点検)

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 文章展開の
型を利用する

・文章展開の型を利 ・序論・本論・結論の型を紹 「知識・理解」①
用して意見文を書 介する。その際，序論部分 ・投書する意見文を書くのに必要な考察の型や
く。 では話題提示型，問題提起 論理的な文章展開の型を理解しているかどう

型，意見提示型の３つの例 かを， を授業中に意見文作成シート２の記述
を，また，結論部分では感 机間指導をしながら したり，授業後に提点検
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想型，思索型，解決型の３ 出させて したりすることで評価する。点検
つの例を示す。 の生徒への指導の手だての例Ｃ
・本論部分では具体例を挙げ 文章展開の型に沿って書いていない生徒に
て考察し，判断を下す例を は，実例を見せることで型を理解させる。
示す。
・意見文作成シート２に序論
部分100字・本論部分300字
・結論部分50字程度で書か
せる。

イ 自己評価す
る

・自分の書いた意見 ・評価の観点は，(ｱ)意見が
文を自己評価する 明確であるか，(ｲ)相手意。

識をもっているか，(ｳ)意
見を支える事実や体験が明
確に示されているか，(ｴ)
自分の経験をもとに書かれ
ているか，(ｵ)文章展開の
型を利用しているか，とい
う５項目とする。

〔第５時〕
○本時の目標
ア 自己評価・相互評価の結果を推敲に生かし，説得力ある意見文をまとめる。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「書く能力」② 自分の意見を明確に示した，しっかりした組立ての文章を書いている。

(作品の分析)
○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 説得力ある
意見文を完成
する

・自己評価の結果や ・意見文作成シート２を交換 「書く能力」②
相互評価による他 させ相互評価することで， ・自分の意見を明確に示した，しっかりした組
者の意見や反論を 意見がより明確に示される 立ての文章を書いているかを，授業後に提出
もとに，より説得 ように，また，より説得力 させた することで評価する。意見文を分析
力ある意見文を完 をもつように書き直させ の生徒への指導の手だての例Ｃ
成する。 る。 しっかりした組立ての文章が書けない生徒

・清書用原稿用紙に清書させ には，再度意見文作成シート２に戻って検
る。 討させる。

(2) 「十分満足できると判断される」状況と評価される具体的な例と「努力を要すると判断される」状
況と評価される生徒への指導の手だての例
関心・意欲・態度

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①目的にふさわしい題材を選び， ［数多くの論拠，問題意識の整理］Ａ
伝えようとする意志をもって， 論拠を数多く取り上げることで問題意識を整理し，自分の
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意見をまとめようとしている。 意見を明確にして書こうとしている。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

考えを広げることのできない生徒については，他者の考え
を参考にさせたり，教師が具体的な助言を与えたりする。

書く能力

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①自分の意見をまとめ，それを支 ［普遍的な論拠，意見の分かりやすさ］Ａ
える論拠を明確にしている。 多くの人が納得できる普遍的な論拠を工夫して示し，自分

の意見を分かりやすくまとめている。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

論拠を明確にできていない生徒については，なぜそのよう
， ，な意見をもったのか質問することで 論拠を考えさせたり

以後に実施予定の単元，例えば「自分の意見を小論文にま
とめる」で再度指導したりする。

②自分の意見を明確に示した，し ［読み手への配慮，ふさわしい組立て］Ａ
っかりした組立ての文章を書い 読み手を配慮して，自分の意見を効果的に伝えるのにふさ
ている。 わしい，しっかりした組立ての文章を書いている。

の生徒への指導の手だての例Ｃ
しっかりした組立ての文章が書けない生徒については，モ
デルを活用するよう助言する。

知識・理解

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①意見文を書くのに必要な考察の ［型の効果的な活用］Ａ
型や論理的な文章展開の型を理 意見文を書くのにふさわしい考察の型や文章展開の型を理
解している。 解し，それを自分の文章に効果的に取り入れている。

の生徒への指導の手だての例Ｃ
型の特徴を理解していない生徒については，考察の型や文
章展開の型の違いが分かるように助言を与えたり，実例を
見せたりすることで，型を理解させる。

※ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価された生徒への指導の手だては，その時間でなす
べきこと，単元中でなすべきこと，単元を超えてなすべきことの各視点が必要となる。そこで 「(1)，
各時間の指導と評価の実際」における手だては，時間中及び単元中で，ねらいとしている言語能力

， 。 ，「 『 』が確実に身に付くような指導 助言を中心としている 一方 (2) 十分満足できると判断される
状況と評価される具体的な例と『努力を要すると判断される』状況と評価される生徒への指導の手だ
ての例」では，単元終了後も単元でねらいとした言語能力を身に付けるべく継続して努力できるよう
な手だても含めている。

５ 観点別評価の総括
「国語表現Ⅰ」の事例を参照。

６ 留意点
・ 本単元は５時間扱いとし，ブレーンストーミングの時間を第２時に設けているが，ブレーンストー
ミングの経験の豊富な集団では必ずしも１時間特設する必要はない。
・ 本単元の実施時期は夏休み前を想定しているが 「総合的な学習の時間」などで実施されるレポー，
ト作成，記録作成などの実施時期と関連させて効果的な時期に行うこともできる。
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７ 参考資料
以下に，この単元で用いたワークシートを掲げる。

原版はＡ４判【投書整理シート （第１時）】
【投書整理シート ［新聞投書の文章表現の特徴を知る］】

年 組 番 氏名 検印
１ 投書を切り抜いて貼る

投書を貼付

２ 投書を書いた人物について （年齢・性別など）

６０歳代 女性

選んだ投書はどのような話題のものであったか （話題）３ 。

勧誘を断る言葉

４ 選んだ投書にはどのような意見が書いてあるか （論点）。

電話セールスの勧誘を断るときに 「結構です」は使わない。，

５ その意見はどのような体験や事実に支えられたものか （論拠）。

夫の会社の同僚が，電話セールスを受けた際，断りに使った「結構です」という
言葉を 「それは承諾の意味だ」と脅され，仕事にも支障を来すほどだったという，，
身近な人の体験談。

６ その意見はどのような構成で述べられているか （構成）。

前半に，問題点と見聞きした話を書き，後半にその話から導き出された自分の意見が
書いてある。
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原版はＡ４判【ブレーンストーミング・ｗｅｂマップシート （第２時）】

【ブレーンストーミング・ｗｅｂマップシート ［話題を見付ける］】

年 組 番 氏名 検印

Ⅰ ブレーンストーミング 「今，気になること」について思い付く言葉をできるだけたくさんワ

ークシートに書き出す。

Ⅱ ｗｅｂマップ（関連図） ブレーンストーミングで得た言葉を，関連のあるもの同士まとめた

り（グルーピング ，放射線状につないだりして，視覚化・体系化する。）

（個人）① ブレーンストーミング

言葉遣い，言葉の乱れ，人間性

（全体）② ブレーンストーミング

学校週五日制，総合的な学習の時間，遊び，友人関係，情報化社会，携帯電話，マナー，病院，

医療事故，水難事故，ルール，友情，いじめ，少年犯罪，法律，マスコミ，取材，家庭教育，

食事，道徳，虐待，暴力，こころ

③

傷つける言葉 汚い言葉

人 キモい

間

いじめ 性 ら抜き言葉

言葉の乱れ言葉の暴力
ため口

敬語

先生

正しい言葉

目上の人

上下関係

社 人間関係

会 先輩後輩

親近感

関係ない人

話題

言葉遣いについて

言葉遣い
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原版はＡ４判【意見文作成シート１ （第３時）】

【意見文作成シート１ ［論点を定めて意見をまとめる］】

年 組 番 氏名 検印

（１００字程度） （３０字）

理

由

清

書

シ

ー

ト

貼

付

欄

原版はＡ４判【文章展開の型 （第４時）】

【文章展開の型 ［文章展開の型を知る］】

１ 文章展開の基本

意見文を書くに当たっては，論理的に表現するためにも，文章展開や構成に気を配らなければならな

い。文章展開の基本は「序論・本論・結論」の三段構成である。各段落の役割と字数のめやすは次のと

おりである。

序論 問題提起をするなど，問題の所在を明らかにする （１００字）。

本論 問題に対する自分の考えの中心となる部分を提示し，論証する （２００字～３００字）。

結論 自分が伝えたい意見をはっきり示して論を締めくくる （５０字～１００字）。

２ 各段落の書き方

序論 「話題」を提示したり 「問題」を提起したり 「意見」を提示するなど三つの型がある。(1) ， ，

本論 自分の意見を支える根拠となる「具体例」を挙げ 「考察」し 「判断」を下す。(2) ， ，

結論 一般論を述べる「感想型」や問題の所在を解明することによって導き出された意見を述べ(3)

る「思索型 ，問題の所在を明らかにしその解決を図って導き出された意見を述べる「解決」

型」の三つがある。
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が
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原版はＡ４判【意見文作成シート２ （第４・５時）】

【意見文作成シート２ ［文章展開の型を利用して意見をまとめる］】

年 組 番 氏名 検印

）（５０字） （３００字） （１００字

［ ］相互評価

（ ）ア 意見が明確であるか

（ ）イ 相手意識をもっているか

（ ）ウ 意見を支える事実や体験が明確に示されているか

（ ）エ 自分の経験をもとに書かれているか

（ ）オ 文章展開の型を利用しているか

原版はＡ４判【自己評価表 （第４時）】

【自己評価表 ［自分の書いた意見文（新聞投書）を評価する］】

年 組 番 氏名 検印

評価項目

ア 意見が明確であるか

イ 相手意識をもっているか

ウ 意見を支える事実や体験が明確に示されているか

エ 自分の経験をもとに書かれているか

オ 文章展開の型を利用しているか

結
論感
想
思
索
解
決

本
論具
体
例

↓
考
察
判
断

序
論話
題
問
題
意
見
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「読むこと」

単元名 「人物の心情をとらえながら古典を読む （４時間）」

１ 単元の目標
(1) 人物の心情を想像力を働かせながら読もうとする態度を身に付ける （関心・意欲・態度）。
(2) 人物の心情をとらえながら古典の文章を読み味わう （読む能力）。
(3) 古典の表現の特色について理解する （知識・理解）。

参考：単元の目標を設定するために
次の①，②は，内容のまとまりごとの学習指導要領の内容（指導事項）を重点化し，単元の目標を
設定していく道筋を示している。

① 内容のまとまりごとの学習指導要領の内容とその評価規準

【学習指導要領の内容】
ア 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約したりすること。
イ 文章を読んで，構成を確かめたり表現の特色をとらえたりすること。
ウ 文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わうこと。
エ 様々な文章を読んで，ものの見方，感じ方，考え方を広げたり深めたりすること。
・ 関連する〔言語事項〕を含む。

【評価規準】

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

・様々な文章につい ・文章の内容を叙述に即して的確に読 ・文や文章の組立て，語句の意味，
，て，叙述に即して み取っている。 用法及び表記の仕方などを理解し

内容を的確に読み ・必要に応じて文章の内容を要約して 語彙を豊かに身に付けている。
取ったり，表現に いる。 ・常用漢字の読みを理解している。
即して読み味わっ ・文章を読んで 構成を確かめている ・文語のきまり，訓読のきまりなど， 。
たりして，ものの ・文章を読んで，表現の特色をとらえ について理解している。
見方，感じ方，考 ている。 ・国語の成り立ちや特質，言語の役
え方を広げたり深 ・文章に描かれた人物，情景，心情な 割などについて理解している。
めたりしようとし どを表現に即して読み味わってい
ている。 る。

・様々な文章を読んで，ものの見方，
感じ方，考え方を広げたり深めたり
している。

② この単元で取り上げる学習指導要領の内容とその評価規準

【学習指導要領の内容】
ウ 文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わうこと。

【評価規準】

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

・古典の文章を，表 ・文章に描かれた人物，情景，心情な ・文や文章の組立て，語句の意味，
，現に即して読み味 どを表現に即して読み味わってい 用法及び表記の仕方などを理解し

わうことを通して る。 語彙を豊かに身に付けている。，
ものの見方，感じ ・文語のきまり，訓読のきまりなど
方，考え方を広げ について理解している。
たり深めたりしよ
うとしている。

※ ここでは，①に掲げたもののうち，この単元で具体的に取り上げる指導事項を含む学習指導要領の
内容とその評価規準のみを掲げた。
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２ 学習活動における具体の評価規準

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解

①人物の心情や場面 ①文章に描かれた人物の生き方，もの ①文語体と口語体，韻文体と散文体
を想像力を働かせ の見方や考え方，人物相互の関係を などといった表現や文体の特色に
ながら読もうとし とらえている。 ついて理解している。
ている。

※ ここでは，１の参考②に掲げた【単元の評価規準】をもとに，この単元における具体的な評価規準
を設定して示している。

３ 指導と評価の計画

時 各時間の目標 学習活動 評価方法等学習活動における具体

の評価規準との関連間

・ あづさ弓 を読んで ・歴史的仮名遣いなどに注意し 「知識・理解」① 行動の観察「 」 ，
１ 表現の特色に気付く。 ながら音読する。 ワークシー

・文語体と口語体の違いや，和 トの記述の
歌の修辞法などに注意しなが 点検
ら，教材文を視写する。
・意味が分からない語句を抜き
出す。

・内容の大体を理解し， ・現代語訳を利用して教材文の 関心・意欲・態度 ワークシー「 」
２ 登場人物の心情をとら 内容の大体を把握する。 ① トの記述の
える。 ・語句の意味を確認する。 点検・分析

・登場する男女の心的状況など
について考察しながら教材文
を読む。

・各場面にあらわれてい ・各場面にあらわれている登場 「読む能力」① ワークシー
３ る登場人物の心情を表 人物の心情を把握しながら教 「知識・理解」① トの記述の
現に即して把握する。 材文を読む。 点検・分析

・話合いを通して読み深 ・人物の生き方や考え方などに 「読む能力」① 行動の観察
４ める。 ついて グループで話し合う ワークシー， 。

・他のグループの話合いの内容 トの記述の
を確認する。 分析

※ 「関心・意欲・態度」は，２時間目に位置付けているが，単元全体を通してその持続や変化のあり
ようを継続的にみていくことも大切である。

４ 観点別評価の進め方
(1) 各時間の指導と評価の実際
〔第１時〕
○本時の目標
ア 「あづさ弓」を読んで，表現の特色に気付く。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「知識・理解」① 文語体と口語体，韻文体と散文体などといった表現や文体の特色につ
いて理解している （行動の観察，ワークシートの記述の点検）。

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 音読や視写
をする
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・歴史的仮名遣いな ・ あづさ弓」の教材文を範 「知識・理解」①「
音読どに注意をしなが 読した後に音読させる 指 ・歴史的仮名遣いを身に付けているかを，。（

ら音読する。 名読み及び全員の微音読） することで評価する。の様子を観察
の生徒への指導の手だての例Ｃ

・文語体と口語体の ・教材文をワークシートⅠ 歴史的仮名遣いが身に付いていない生徒に
違いや，和歌の修 （課題一）に視写させる。 は，音読の際に正しい読み方を示す。
辞法などに注意を ・視写して気付いたことをワ
しながら，教材文 ークシートⅠ（課題二）に ・文語体と口語体の違いや，韻文体と散文体な
を視写する。 記入させる。 どといった表現や文体の特色に注意して正確

に視写しているかを， や，視写の状況の観察
ワークシート の記述を・意味が不明な語句 ・意味が分からない語句をワ 授業後に提出させた Ⅰ

を抜き出す。 ークシートⅠ（課題三）に することで評価する。点検
抜き出させる。 の生徒への指導の手だての例Ｃ

文語体の特徴に気付いていない生徒には，
活用の違いなど口語体との相違点を，文章
の記述を踏まえ具体的に示す。

〔第２時〕
○本時の目標
ア 内容の大体を理解し，登場人物の心情をとらえる。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「関心・意欲・態度」① 人物の心情や場面を想像力を働かせながら読もうとしている。

（ワークシートの記述の点検・分析）
○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 内容の大体
を把握する

・現代語訳を利用し ・あらすじと，初発の感想を 「関心・意欲・態度」①
て，教材文の内容 ワークシートⅠ（課題四） ・文章に描かれた人物相互の関係をとらえよう
の大体を把握す に記入させる。 としているかを，授業中の や授業後机間指導
る。 に提出させた すワークシート の記述を点検Ⅰ

ることで評価する。
・抜き出した語句の ・不明な語句の意味を，ワー の生徒への指導の手だての例Ｃ
意味を，現代語訳 クシートⅠ（課題三）に記 文章に描かれた人物相互の関係をとらえよ
などを利用して確 入させる。 うとしていない生徒には，人物に注意しな
認する。 がら現代語訳を改めて読むよう指示する。

イ 人物の心情
をとらえる

・登場する男女の心 ・(ｱ)宮仕えに行く時の男女 「関心・意欲・態度」①
的状況，ものの考 の気持ち，(ｲ)別の男の求 ・文章に描かれた人物の生き方，ものの見方や
え方，生き方，人 婚に応じた女の気持ち (ｳ) 考え方，人物相互の関係をとらえようとして，

ワークシート物相互の関係など もとの男が帰ってきた時の いるかを，授業後に提出させた
について考察しな 女の気持ち，(ｴ)和歌を詠 することで評価する。Ⅱの記述内容を分析
がら教材文を読 んで戸を開けなかった女の の生徒への指導の手だての例Ｃ
む。 気持ち，(ｵ)和歌を詠んで 文章に描かれた人物のものの見方や考え方

立ち去った男の気持ちなど をとらえようとしていない生徒には，男女
についての自分の考えを， それぞれの立場に立って現代語訳を改めて
ワークシートⅡ（課題一） 読むよう指示する。
にまとめさせる。
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〔第３時〕
○本時の目標
ア 各場面にあらわれている登場人物の心情を表現に即して把握する。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「読む能力」① 文章に描かれた人物の生き方，ものの見方や考え方，人物相互の関係を
とらえている （ワークシートの記述の点検）。
イ 「知識・理解」① 文語体と口語体，韻文体と散文体などといった表現や文体の特色につ
いて理解している （ワークシートの記述の分析）。

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 場面にあら
われている心
情を把握する

・各場面にあらわれ ・(ｱ)宮仕えしなければなら 「読む能力」①
ている人物の心情 なかった理由，(ｲ)男が３ ・各場面にあらわれている人物の心情を的確に
を把握しながら教 年間も帰ってこなかった理 とらえているかを， をワークシート の記述Ⅱ

点検 点材文を読む。 由，(ｳ)女の和歌を聞きな 授業中に したり，授業後に提出させて
がらも男が立ち去った理 したりすることで評価する。検
由，(ｴ)女が亡くなる直前 の生徒への指導の手だての例Ｃ
に和歌を書き付けた理由な 場面にあらわれている人物の心情をとらえ
ど，各場面にあらわれてい ることのできない生徒には，現代語訳を利
る人物の心情についての自 用して，原文を改めて読み返すよう指示す
分の考えを，ワークシート る。
Ⅱ（課題二）にまとめさせ
る。

「知識・理解」①
・各場面にあらわれている人物の心情を，地の
文や和歌のそれぞれの表現の特色を理解して

ワ読み取っているかを，授業後に提出させた
することで評ークシート の記述内容を分析Ⅱ

価する。なお，この際，第２時における記述
も参考にする。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

表現の特色を的確に理解できていない生徒
， 。には 特色の具体的な例を示して説明する

〔第４時〕
○本時の目標
ア 話合いを通して読み深める。

○本時の評価規準及び評価方法
ア 「読む能力」① 文章に描かれた人物の生き方，ものの見方や考え方，人物相互の関係を
とらえている （行動の観察，ワークシートの記述の点検）。

○指導と評価の実際

学習活動 指導上の留意点 評価の実際

ア 話合いで読
み深める

・登場する人物の生 ・ワークシートⅡをグループ 「読む能力」①
き方や考え方など 内で交換して話し合い，そ ・場面にあらわれている人物の心情などを，話
について，感動し の内容をワークシートⅢ 合いによって読み深めることができたかを，
たり 共感したり （課題一，二）に記入させ や，話， ， 話合いの様子（主にその内容）の観察
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ワークシート の記述内疑問に思ったりし る。 合いの結果に関する Ⅲ
たことなどについ ・話合いの前後で，人物の心 を授業後に することで評価する。容 分析
て，グループで話 情や，描かれている場面な の生徒への指導の手だての例Ｃ
し合う。 どに関する考察に変化があ 発言の内容が不十分な生徒には，他の生徒

れば，ワークシートⅢ（課 の発言内容のうち，自分に欠けているもの
題三）に記入させる。 をメモするよう指示する。

・他のグループでの ・(ｱ)自分のグループと他の
話合いの内容を確 グループとの相違点，(ｲ)
認する。 学習を振り返って感じたこ

となどを，ワークシートⅢ
（課題四～六）に記入させ
る。

(2) 「十分満足できると判断される」状況と評価される具体的な例と「努力を要すると判断される」状
況と評価される生徒への指導の手だての例
関心・意欲・態度

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①人物の心情や場面を想像力を働 ［古典に対する関心，古典表現についての理解］Ａ
かせながら読もうとしている。 登場人物の心情などを想像力を働かせながら読むことを通

して，古典やそこで用いられている表現に対する関心や理解
を深めようとしている。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

人物の心情や場面をつかむことが難しい生徒については，
本単元以降に行う「読む能力」に関連する単元において，
人物の心情や場面をつかみながら文章を読む意欲が持てる
よう継続的に指導する。

読む能力

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①文章に描かれた人物の生き方， ［自分たちの生き方との共通点や相違点の考察］Ａ
ものの見方や考え方，人物相互の 人物の生き方，ものの見方や考え方，人物相互の関係など
関係をとらえている。 を的確に読み取り，現代の自分たちの生き方との共通点や相

違点などについて考察している。
の生徒への指導の手だての例Ｃ

人物の生き方，ものの見方や考え方，人物相互の関係など
をとらえることのできない生徒については，現代語訳など
を利用し，一人の人物に絞って読み取るよう助言する。

知識・理解

「十分満足できると判断される」状況と評価する際の［キ学習活動における具体の評価規準 Ａ
（ 「おおむね満足できると判断 ーワード］とその具体的な姿の例Ｂ
される」状況） 「努力を要すると判断される」生徒への指導の手だての例Ｃ

①文語体と口語体，韻文体と散文 ［表現効果の的確な理解］Ａ
体などといった表現や文体の特色 人物の生き方，ものの見方や考え方を描き出している表現
について理解している。 や文体の多様性，和歌の修辞などの表現効果について的確に

理解している。
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の生徒への指導の手だての例Ｃ
表現や文体の特色を理解することのできない生徒について
は，文語文や和歌の特徴などの具体的な例を改めて示すと
ともに，他の関連する単元においても重ねて指導するよう
にする。

※ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価された生徒への指導の手だては，その時間でなす
べきこと，単元中でなすべきこと，単元を超えてなすべきことの各視点が必要となる。そこで 「(1)，
各時間の指導と評価の実際」における手だては，時間中及び単元中で，ねらいとしている言語能力

， 。 ，「 『 』が確実に身に付くような指導 助言を中心としている 一方 (2) 十分満足できると判断される
状況と評価される具体的な例と『努力を要すると判断される』状況と評価される生徒への指導の手だ
ての例」では，単元終了後も単元でねらいとした言語能力を身に付けるべく継続して努力できるよう
な手だても含めている。

５ 観点別評価の総括
※「国語表現Ⅰ」の事例を参照。

６ 留意点
・ 生徒の実態を踏まえ，単元の配当時間を増やすことにより，生徒が現代語訳を利用することなく，
原文から「あづさ弓」の内容を把握する学習活動も可能である。
・ 発展的な学習として，学校図書館を活用した「あづさ弓」の時代背景などの調べ学習や 「あづさ，
弓」以外の『伊勢物語』を幅広く読む活動を取り入れることも可能である。

７ 参考資料
以下に，この単元で用いたワークシートを掲げる。
原版はすべてＡ４判。
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三

「
あ
づ
さ
弓
」
の
文
章
の
中
で
意
味
の
不
明
な
語
句
を
抜
き
出
し
、
現
代
語
訳
の

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

Ⅰ
】

文
章
な
ど
で
そ
の
意
味
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

「
あ
づ
さ
弓
」
読
み
取
り
プ
リ
ン
ト

語
句

意
味

印

年

組

番

氏
名

検

（

月

日
）

語
句

意
味

一

「
あ
づ
さ
弓
」
の
全
文
を
書
き
写
し
て
み
よ
う
。

語
句

意
味

語
句

意
味

語
句

意
味

語
句

意
味

語
句

意
味

語
句

意
味

語
句

意
味

四

「
あ
づ
さ
弓
」
の
あ
ら
す
じ
と
、
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
。

あ
ら
す
じ

二

あ
づ
さ
弓

の
文
章
が

現
代
の
文
章
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

気

「

」

、

（

づ
い
た
）
点
を
書
い
て
み
よ
う
。

感
想

裏
面
に
つ
づ
く

♠

♥
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⑤

和
歌
を
詠
ん
で
立
ち
去
っ
た
男
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
よ
う
。

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

Ⅱ
】

あ
づ
さ
弓
」
読
み
味
わ
い
プ
リ
ン
ト

「

印

年

組

番

氏
名

検

（

）

月

日

一

「
あ
づ
さ
弓
」
に
登
場
す
る
男
女
の
心
情
を
考
え
て
み
よ
う
。

二

「
あ
づ
さ
弓
」
の
各
場
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
人
物
の
心
情
を
考
え
て
み
よ
う
。

①

宮
仕
え
に
行
く
時
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
よ
う
。

①

男
が
宮
仕
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

②

別
の
男
に
求
婚
に
応
じ
た
女
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
よ
う
。

②

男
が
三
年
間
も
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

③

も
と
の
男
が
帰
っ
て
き
た
時
の
女
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
よ
う
。

③

女
の
和
歌
を
聞
き
な
が
ら
も
男
が
立
ち
去
っ
た
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

④

和
歌
を
詠
ん
で
戸
を
開
け
な
か
っ
た
女
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
よ
う
。

④

女
が
亡
く
な
る
直
前
に
和
歌
を
書
き
つ
け
た
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

裏
面
に
つ
づ
く

♠

♥



国－37

三

「
あ
づ
さ
弓
」
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
（
感
動
・
共
感
・
疑
問
な
ど
）
で
、
話

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

Ⅲ
】

し
合
い
の
前
と
後
で
変
化
し
た
点
を
書
い
て
み
よ
う
。

「
あ
づ
さ
弓
」
読
み
深
め
プ
リ
ン
ト印

年

組

番

氏
名

検

（

月

日
）

一

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
】
を
グ
ル
ー
プ
内
で
交
換
し
て
読
み
合
い
、
気
が
つ
い
た

点
を
書
い
て
み
よ
う
。

四

【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
】
を
他
の
グ
ル
ー
プ
と
交
換
し
て
読
み
合
い
、
気
が
つ
い

た
点
を
書
い
て
み
よ
う
。

交
換
し
た
人
〔

〕
さ
ん

二

「
あ
づ
さ
弓
」
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
（
感
動
・
共
感
・
疑
問
な
ど
）
を
、
グ

交
換
し
た
人
〔

〕
さ
ん

ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

●
［

］
さ
ん
の
意
見
。

五

「
あ
づ
さ
弓
」
を
読
む
学
習
を
振
り
返
っ
て
、
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
や
、

工
夫
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
を
書
い
て
み
よ
う
。

●
［

］
さ
ん
の
意
見
。

●
［

］
さ
ん
の
意
見
。

六

「
あ
づ
さ
弓
」
を
読
む
学
習
の
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
。

●
［

］
さ
ん
の
意
見
。

♠
♥

裏
面
に
つ
づ
く




